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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月
二
八
日
に
日
本
各
地
で
観
測

さ
れ
た「
赤
気
」（
＝
低
緯
度
オ
ー
ロ
ラ
）の
史
料
を
紹
介
し
、近
世
の
人
々

が
非
常
に
稀
な
天
文
現
象
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
対
応
し
た
の
か
述
べ

る
も
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
日
本
で
は
、
オ
ー
ロ
ラ
は
北
海
道
の
一
部
地
域
で
し
か
観
測
で

き
な
い
が
、
前
近
代
に
お
い
て
は
、
日
本
各
地
で
見
え
て
い
た
こ
と
が
史

料
か
ら
確
認
で
き
る
。通
常
、オ
ー
ロ
ラ
と
い
う
と
、緑
色
の
光
が
イ
メ
ー

「
赤
気
」
と
近
世
社
会

─
明
和
七
年
の
「
赤
気
」
を
め
ぐ
る
人
々
の
対
応
と
認
識
─

岩
橋
清
美

ジ
さ
れ
る
が
、
オ
ー
ロ
ラ
の
光
は
二
層
に
な
っ
て
お
り
、
上
部
が
赤
、
下

部
が
緑
で
あ
る
。
日
本
の
よ
う
な
低
緯
度
地
域
で
は
、
下
部
の
緑
の
部
分

が
地
平
線
の
下
に
隠
れ
る
た
め
赤
く
見
え
る
。
こ
の
た
め
、「
赤
気
」
と

記
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

日
本
最
古
の
赤
気
の
記
録
は
『
日
本
書
紀
』
推
古
二
八
年
（
六
二
〇
）

十
二
月
一
日
の
記
述
で
、
北
の
空
に
雉
の
尾
の
よ
う
な
光
が
見
え
た
と
記

さ
れ
て
い
る（
１
）。
こ
の
ほ
か
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
は
『
明
月
記
』
の

建
仁
四
年
（
一
二
〇
四
）
正
月
十
九
日
・
二
一
日
条
に
記
さ
れ
た
赤
気
が

あ
る（
２
）。

江
戸
時
代
に
お
い
て
オ
ー
ロ
ラ
が
観
測
さ
れ
た
と
同
定
さ
れ
た
年

月
日
は
、
寛
永
十
二
年
七
月
二
六
日
（
一
六
三
五
年
九
月
七
日
）・
享
保
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十
四
年
十
二
月
二
八
日
（
一
七
三
〇
年
二
月
十
五
日
）・
明
和
七
年
七
月

二
八
・
二
九
日
（
一
七
七
〇
年
九
月
十
七
・
十
八
日
）・
安
政
六
年
八
月
六

日（
一
八
五
九
年
九
月
二
日
）で
あ
る（
３
）。こ

の
う
ち
、安
政
六
年（
一
八
五
九
）

は
、
近
代
観
測
史
上
、
最
初
で
最
大
の
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
・
フ
レ
ア
の
影
響

に
よ
る
も
の
で
あ
る（
４
）。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
最
も
多
く
史
料

が
残
さ
れ
て
い
る
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
を
分
析
対
象
と
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
日
本
近
世
史
研
究
で
は
、
日
月
蝕
や
彗
星
と
い
っ
た
天
体

現
象
に
比
し
て
、
赤
気
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
れ
は
、「
江
戸
時
代
に
日
本
で
オ
ー
ロ
ラ
が
見
え
て
い
た
」

と
い
う
事
実
が
周
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
赤
気
が
オ
ー
ロ

ラ
を
示
す
語
彙
で
あ
る
こ
と
が
広
く
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
。

　

し
か
し
、
天
文
学
史
で
は
、
低
緯
度
地
域
に
お
け
る
歴
史
的
オ
ー
ロ
ラ

は
戦
前
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
、
神
田
茂
氏
・
大
崎
正
次
氏
・
渡
邊
美
和

氏
の
研
究
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
史
料
収
集
の
域
に
と
ど
ま
っ

て
い
た（
５
）。

歴
史
史
料
を
用
い
て
科
学
的
に
分
析
し
た
先
駆
的
な
研
究
に
中

沢
陽
氏
の
成
果
が
あ
る
が（
６
）、
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
っ
た
の
は
二
〇
一
〇

年
以
降
で
、
文
理
双
方
の
研
究
者
に
よ
る
異
分
野
融
合
研
究
と
し
て
進
め

ら
れ
つ
つ
あ
る（
７
）。

　

太
陽
物
理
学
が
歴
史
史
料
に
注
目
し
た
背
景
に
は
、
巨
大
な
磁
気
嵐
の

発
生
が
人
工
衛
星
や
大
規
模
送
電
網
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
と
い
う
極
め

て
現
代
的
な
課
題
が
あ
り
、
そ
の
課
題
解
決
に
は
長
期
に
わ
た
る
太
陽
活

動
の
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
研
究
当
初
は
歴

史
学
か
ら
太
陽
物
理
学
に
、
精
度
と
確
度
の
高
い
史
料
を
提
供
す
る
と
い

う
側
面
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
研
究
を
進
め
る
過
程
で
、
オ
ー
ロ
ラ
を

示
す
語
彙
や
表
現
は
多
数
あ
り
、
そ
れ
ま
で
オ
ー
ロ
ラ
を
示
す
語
彙
と
し

て
通
説
に
な
っ
て
い
た
赤
気
が
、
彗
星
を
は
じ
め
エ
ア
ロ
ゾ
ル
な
ど
の
光

学
大
気
現
象
を
表
す
こ
と
も
分
か
り
、
事
実
の
確
定
に
あ
た
っ
て
は
、
ま

ず
、
歴
史
研
究
者
に
よ
る
史
料
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
太
陽
物
理
学
の
手
法
で
得
ら
れ
た
結
果
を
歴
史
学
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
時
に
、
社
会
の
対
応
や
認
識
と
い
っ
た
テ
ー
マ
に

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
課
題
も
残
っ
た
。
こ
う
し
た

文
理
の
双
方
向
性
が
今
後
の
研
究
の
進
展
に
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い（
８
）。

　

本
稿
で
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
再
度
、
歴
史
学
に
立
ち
戻

り
、
赤
気
と
い
う
現
象
が
近
世
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
、

認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。

　

中
世
史
研
究
で
は
、
天
文
現
象
は
王
権
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
多
く
、
黒
田
日
出
男
氏
は
、
凶
兆
で
あ
る
日
・
月
蝕
の
妖
光
か
ら
天
皇

の
身
体
を
守
る
た
め
に
御
所
を
「
裹
み
」、
般
若
経
等
の
読
経
が
な
さ
れ
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た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（

９
）。

ま
た
、
天
変
を
通
じ
て
天
が
天
皇
に
意
思
を

伝
え
る
と
い
う
天
人
相
関
説
の
も
と
、
天
皇
が
為
政
者
と
し
て
不
徳
で
あ

る
と
そ
れ
を
糺
す
べ
く
天
変
地
異
が
生
じ
る
と
い
う
天
譴
論
が
信
じ
ら
れ

て
い
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。近
世
社
会
に
あ
っ
て
は
、天
譴
論
は
、

仁
政
を
施
す
べ
く
天
か
ら
政
権
を
委
ね
ら
れ
た
為
政
者
の
悪
政
の
反
映
が

天
変
地
異
で
あ
る
と
い
う
政
治
意
識
を
広
く
生
み
出
し
た（

（1
（

。

　

こ
う
し
た
天
譴
論
の
視
点
か
ら
、
杉
岳
志
氏
は
彗
星
を
分
析
対
象
と
し

て
、
将
軍
・
朝
廷
・
民
衆
の
認
識
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
な

か
で
、
将
軍
に
つ
い
て
は
家
綱
・
綱
吉
・
吉
宗
を
事
例
に
、
綱
吉
が
天
譴

論
の
影
響
下
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
吉
宗
が
自
然
現
象
と
理
解
し
て
い
た

こ
と
を
述
べ
、
天
文
認
識
か
ら
将
軍
権
力
論
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性

を
示
し
た（

（1
（

。
杉
氏
は
民
衆
の
彗
星
認
識
に
つ
い
て
は
社
会
の
動
静
に
依
拠

す
る
部
分
が
大
き
く
、
世
上
に
不
安
が
広
が
れ
ば
凶
兆
と
み
な
さ
れ
、
逆

に
世
上
が
安
定
し
て
い
れ
ば
吉
兆
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た（
（1
（

。こ
れ
ら
の
研
究
は
オ
ー
ロ
ラ
認
識
を
考
え
る
上
で
も
示
唆
的
で
あ
る
。

し
か
し
、
オ
ー
ロ
ラ
の
場
合
、
非
常
な
稀
な
天
文
現
象
で
あ
る
た
め
、
異

な
る
時
期
に
発
生
し
た
事
例
と
比
較
で
き
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
、
認

識
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、『
天
経
或
問
』
等

の
天
文
書
に
も
記
述
が
な
く
、
天
文
学
の
知
識
を
持
っ
た
者
で
も
、
赤
気

を
天
文
現
象
と
し
て
認
識
・
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
赤
気
を
記
し
た
史
料
の
特
質
を
概
観
し
た
上
で
、

赤
気
発
生
時
の
対
応
と
認
識
の
あ
り
方
を
、
公
家
・
知
識
人
・
百
姓
・
町

人
を
対
象
に
分
析
す
る
。
さ
ら
に
記
録
の
あ
り
方
と
社
会
階
層
の
関
係
性

を
見
る
こ
と
で
、
近
世
社
会
に
お
い
て
オ
ー
ロ
ラ
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ

れ
て
き
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
十
八
世
紀
後
半
の
天
文
認
識
と
の
関
係

に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

一　

赤
気
を
め
ぐ
る
記
録
の
あ
り
方

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
赤
気
を
記
し
た
史
料
を

も
と
に
、
観
測
地
・
記
録
者
（
観
測
者
）・
オ
ー
ロ
ラ
を
示
す
語
彙
に
つ

い
て
述
べ
、
後
段
の
前
提
と
し
た
い
。

（
１
）
観
測
地
と
記
録
者

　

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月
二
八
日
の
赤
気
を
記
し
た
史
料
六
三
点

を
対
象
に
、
観
測
地
・
記
録
者
（
観
測
者
）
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
１
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
赤
気
は
北
海
道
か
ら
九
州
に
い
た
る
ほ
ぼ
日
本

全
域
で
見
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の
赤
気
は
中
国
湖
南
省

北
東
部
の
洞
庭
湖
で
も
観
測
さ
れ
て
い
る
の
で
、
観
測
史
上
最
大
と
い
わ

れ
る
キ
ャ
リ
ン
ト
ン
・
イ
ベ
ン
ト
以
上
の
大
き
な
磁
気
嵐
が
発
生
し
た
可
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表１　明和７年（1770）の赤気を記録した史料一覧
分類 史料名 作者名 身分・職分 典拠・所蔵先

歴史書 続史愚抄 柳原紀光 公家
黒板勝美・国史体系編纂会編
『新訂増補国史大系15　続史愚
抄』（吉川弘文館、1966年）

歴史書 続皇年代略記 小野高潔 武家 国立公文書館
歴史書 泰平年表 大野広城 武家 早稲田大学図書館
歴史書 続日本王代一覧 片山円然 ─ 国立公文書館

歴史書 続談海 ─ ─ 『内閣文庫所蔵史料叢刊』
45.46（汲古書院、1985年）

年代記 因伯雑記 岡 本 正 義
（鳥取藩士） 武家 鳥取県立博物館

年代記 年々珍事記 ─ （村役人）『桜井市史』史料編下編（奈
良県桜井市、1981年）

年代記 （田瀬村諸事留
書帳）

（ 田 瀬 村 庄
屋） 庄屋 『福岡町史』史料編下巻（岐

阜県恵那郡福岡町、1983年）

年代記 見聞録 ─ 庄屋 『枚方市史』第9巻史料4（大
阪府枚方市、1974年）

年代記 永代過去帳 徳大寺 僧侶 『吹田市史』第6巻（大阪府
吹田市、1974年）

年代記 専福寺諸事見聞
雑記 専福寺 僧侶

『市史双書　24　専福寺諸事
見聞記』（新潟県長岡市、
1993年）

年代記 太平年代記 片岡種次郎
（写） 百姓 『太平村古記録』（静岡県沼

津市教育委員会、2000年）

年代記 万珍敷事覚帳 ─ （村役人）『田原本町史』史料編第1巻
（奈良県田原本町、1988年）　

年代記 古今吉凶並心得
記帳 岡田大平治 （村役人）『安堵町史』（奈良県生駒郡

安堵町、1991年）

年代記 荒蒔村宮座中間
年代記

宮蒔村宮座
頭屋 百姓 『改訂天理市史』史料編第1

巻（奈良県天理市、1977年）

年代記 河内氏記録 河内氏 庄屋
『中条町史』資料編第3巻近
世下（新潟県北蒲原郡中条
町、1985年）

年代記 せ間聞書覚　壱 植松與右衛
門 （村役人）『原宿植松家日記・見聞雑記』

（静岡県沼津市、1995年）

年代記 龍拈寺留記 龍拈寺 僧侶
近藤恒次編『三河文献集成』
近世編上（愛知県宝飯地方
史編纂委員会、1963年）

年代記 大嶽山興福寺住
持覚書 興福寺 僧侶 『南方町史』資料編（宮城県

南方町、1975年）

年代記 （年代記） 菊地氏 （村役人）『白沢村史』（福島県白沢村、
1991年）
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年代記 （年代記） ─ （村役人）
『石巻の歴史』第9巻資料編3
近世編（宮城県石巻市、1990
年）

年代記 年代実録
安 山 松 巌
（都城島津
家家老）

武家 『年代実録』（都城市図書館、
1974年）

年代記 累年覚書集要 安福源右衛
門 （大庄屋）

三木郷土史の会編『累年覚
書集要─明石藩三木郡小川
組大庄屋安福家七代の記録
─』（三木市教育委員会、
1994年）

年代記 我一生見聞知覚
書 源蔵 （名主） 『矢祭町史研究』（2）（福島

県東白川郡矢祭町、1979年）

年代記 泰雲公御年譜 日置謙 ─
侯爵前田家編輯部編『加賀
藩史料』第8編（清文堂出版、
1980年）

年代記 九々夜記 ─ （武家） 上越市立高田図書館所蔵榊
原家文書

年代記 幽蘭堂年譜抄
股 野 玉 川
（龍野藩儒
者）

武家
竹下喜久男編『清文堂史料
叢書第72刊　播州龍野藩儒
日記　幽蘭堂年録』１（清
文堂出版、1995年）

年表 武江年表 斎藤月岑 江戸町名
主 『武江年表』（平凡社、1968年）

年表 三重年表 莅 戸 善 政
（米沢藩士） 武家 『山形縣史』資料編3（山形県、

1960年）

伝記 内山真龍翁伝 内山治兵衛
美之 名主 『天竜市史』史料編6（静岡

県天竜市、1979年）

地誌 越後野志 小田島允武 町人（書
肆）

源川公章編『越後野志』上（歴
史図書社、1974年）

日記 稲束家日記 稲束氏 庄屋 『池田市史』史料編4（大阪
府池田市、1980年）

日記 万代記 田所氏 大庄屋 『紀州田辺万代記』第4巻（清
文堂出版、1992年）

日記 記録　拾壱 津 田 政 隣
（金沢藩士） 武家 高木喜美子校訂『政隣記』

記録拾壱（桂書房、2015年）

日記 （日記抄録） 松 前 広 長
（松前藩士） 武家 『松前町史』史料編第1巻（北

海道松前郡松前町、1974年）

日記 小沢日記 小沢清左衛
門・伝兵衛 （村役人）

脇坂俊夫編『村役人日記─
天領と三草藩領─』（私家版、
1986年）

日記 萬覚帳 源蔵 名主 『矢祭町史研究』（2）（福島
県東白川郡矢祭町、1977年）

日記 日記 ─ （村役人）『秋田県史』資料近世編上（秋
田県、1963年）
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日記 日記　四 本居宣長 国学者 大久保正編『本居宣長全集』
第16巻（筑摩書房、1974年）

日記 雑書 盛岡藩家老 武家
『盛岡藩　家老席日記　雑
書』第27巻（盛岡市教育委
員会、2011年）

日記 国日記 弘前藩 武家 弘前市立弘前図書館
日記 江戸日記 弘前藩 武家 弘前市立弘前図書館

日記 日次 鴨脚氏 賀茂御祖
神社社家

明治大学博物館所蔵下賀茂
神社文書（鴨脚家文書）

日記 日記 別当所 神主 賀茂別雷神社

日記 日譜 羽倉信郷 社家 國學院大學図書館寄託東羽
倉家文書

日記 庚寅日次 中橋氏 ─ 国文学研究資料館所蔵中橋
家文書

日記 八槐御記 広橋兼胤 公家（武
家伝奏） 国立公文書館

日記 愚紳 柳原紀光 公家 宮内庁書陵部
日記 野宮定晴日記 野宮定晴 公家 宮内庁書陵部

日記 泰邦卿記 土御門泰邦 公家（陰
陽頭） 宮内庁書陵部

天文書 本朝天文志 西村遠里 暦算家 国立国会図書館

天文書 星解 寿量庵秀尹 ─ 松阪市役所、東北大学付属
図書館、彦根市立図書館

随筆 後見草 杉田玄白 蘭方医 国立公文書館

随筆 半日閑話 大田南畝 武家
浜田義一郎編『大田南畝全
集 』 第11巻（ 岩 波 書 店、
1988年）

随筆 折々草 建部綾足 国 学 者・
俳人

日本随筆大成編集部編『日
本随筆大成』第2期21巻（吉
川弘文館、1974年）

随筆 摂陽奇観 浜松歌国 狂言作者
船越政一郎編『浪速叢書』
第6巻（浪速叢書刊行会、
1929年）

随筆 籠耳集 草間直方 町人
原田伴彦他編『日本都市生
活史料集成』第1巻（三都篇
1、学習研究社、1977年）

随筆 想山著聞集 三 好 想 山
（尾張藩士） 武家

谷川健一郎『日本庶民生活
史料集成』第16巻　奇談・
紀聞（三一書房、1970年）

随筆 猿猴庵随観図会 高 力 種 信
（尾張藩士） 武家 国立国会図書館

その他 （明和大旱魃記）
尾張国丹羽
群犬山村新
左衛門

庄屋 『犬山市史』史料編5（愛知
県犬山市、1990年）
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能
性
も
あ
る（

（1
（

。

　

記
録
者
は
、
武
家
・
公
家
・
町
人
・
百
姓
等
、
様
々
な
社
会
階
層
に
わ

た
っ
て
い
る
。
記
録
の
種
類
に
は
、
歴
史
書
・
年
代
記
・
年
表
・
伝
記
・

地
誌
・
天
文
書
・
日
記
・
随
筆
等
が
あ
る
。
数
量
的
に
は
日
記
が
も
っ
と

も
多
く
、
年
代
記
・
随
筆
が
こ
れ
に
続
く
。
赤
気
を
記
し
た
史
料
に
公
家

や
京
都
の
寺
社
の
日
記
が
多
い
の
は
、
日
月
蝕
や
彗
星
の
記
述
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
天
文
現
象
が
朝
廷
儀
礼
の
実
施
の
可
否
や
祈
祷
の
有
無
と

い
っ
た
天
皇
の
身
体
性
に
関
わ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
大
名
家
の
日
記
に
赤
気
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
天
候
が
記
録
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
日
記
史
料

の
場
合
、
天
文
現
象
は
天
気
の
記
述
に
続
け
て
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、天
気
が
書
か
れ
な
い
と
天
文
現
象
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。

ま
た
、
藩
日
記
は
藩
主
、
及
び
藩
内
・
江
戸
藩
邸
の
動
静
を
記
録
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
日
々
の
天
候
の
記
録
は
さ
ほ
ど
必
要
と
さ
れ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
管
見
の
限
り
で
は
、
赤
気
を
記
述
し
た
藩
日
記
は
弘

前
藩
の
国
元
と
江
戸
の
両
日
記
お
よ
び
盛
岡
藩
の
家
老
日
記
で
あ
る
。
江

戸
幕
府
日
記
お
よ
び
天
文
方
の
史
料
に
は
記
述
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

【
史
料
１（

（1
（

】
七
月
二
十
九
癸
酉
日　

曇　
〔（
虫
損
）
　
　

〕
巳
刻
小
雨
、
昨
夜
戌
〔（
虫
損
）

　
　

〕

刻
よ
り
乾
の
方
に
赤
気
立
〔（
虫
損
）

　
　

〕
頃
甚
し
く
、
子
丑
之
方

その他 御嵩若宮八幡社
祭礼帳 ─ （百姓） 『御嵩町史』史料編（岐阜県

可児郡御嵩町、1987年）

その他 米価記 柴 田 善 伸
（吉田藩士） 武家

近藤恒次編『三河文庫集成』
近世編下（愛知県宝飯地方
史編集委員会、1965年）

その他 大町念仏講帳
出羽国西村
山群河北町
大町念仏講

百姓
『大町念仏講帳−河北町誌編
纂史料』（山形県西村山郡河
北町、1991年）

その他 作柄覚 ─ ─
高橋梵仙編『近世社会経済
史料集成』第4巻（大東文化
大学東洋研究所、1977年）

＊─は不明であること示す。
＊（　）は推定であることを示す。但し、史料名の（　）は自治体史の編纂時に
付けられたものであることを示す。
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〔（
虫
損
）

　
　

〕
円
赤
く
子
刻
過
右
赤
気
之
内
白
気
数
十
筋
布
を
引
こ
と
く

立
、
丑
刻
過
右
赤
気
東
西
に
散
失
ス

　
【
史
料
１
】
は
弘
前
藩
の
国
日
記
の
記
述
で
あ
る
。
赤
気
が
発
生
し
た

翌
日
、
天
候
の
記
述
に
続
け
て
前
夜
の
天
変
と
し
て
、
赤
気
の
発
生
か
ら

消
滅
ま
で
の
変
化
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
日
記
に
は
二
八
日
条
に
「
丑

ノ
刻
過
北
西
之
方
赤
く
往
」
と
あ
り
、
江
戸
・
弘
前
の
双
方
で
観
測
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
記
述
の
内
容
か
ら
緯
度
の
高
い
弘
前
の
ほ
う
が

江
戸
よ
り
鮮
明
に
見
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

弘
前
藩
が
日
々
の
天
候
を
藩
日
記
に
書
い
て
い
た
こ
と
は
、
同
藩
が
江

戸
時
代
を
通
じ
て
自
然
災
害
や
そ
れ
に
起
因
す
る
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
て
い

た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
同
藩
の
国
日
記
の
記
述
の
特
徴

と
し
て
、
災
害
・
飢
饉
の
被
害
状
況
と
そ
の
対
応
が
詳
細
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
日
々
の
天
候
の
記
録
に
は
、
災
害
を
も
た
ら
す
気
候
の

変
化
へ
の
関
心
を
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

年
代
記
や
随
筆
に
は
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
年

代
記
の
作
成
者
に
は
村
役
人
層
が
多
く
、
そ
の
内
容
は
、
村
の
歴
史
を
ま

と
め
た
「
村
方
旧
記
」
と
も
言
え
る
も
の
で
、
訴
訟
・
災
害
・
祭
礼
と
い
っ

た
村
の
出
来
事
と
と
も
に
、「
不
思
議
な
自
然
現
象
」
と
し
て
赤
気
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
村
の
記
録
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
荒

蒔
村
宮
座
中
間
年
代
記（

（1
（

」・「
大
町
念
仏
講
帳（

（1
（

」「
御
嵩
若
宮
八
幡
社
祭
礼

帳（
（1
（

」・「
作
柄
覚（

（1
（

」・「
明
和
大
旱
魃
記（

（2
（

」
と
い
っ
た
村
の
信
仰
に
関
わ
る
帳

簿
や
農
作
業
・
災
害
を
記
録
し
た
史
料
で
あ
る
。

　

こ
の
う
ち「
荒
蒔
村
宮
座
中
間
年
代
記
」は
大
和
国
山
辺
郡
荒
蒔
村（
現

奈
良
県
天
理
市
）
の
宮
座
の
記
録
で
、
毎
年
の
頭
役
が
書
き
継
い
だ
も
の

で
あ
る（

（2
（

。
内
容
は
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
か
ら
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

ま
で
の
村
や
周
辺
地
域
の
出
来
事
等
の
記
録
で
あ
る
。
慶
安
期
ま
で
は
毎

年
の
頭
役
の
名
前
の
書
上
が
基
本
で
あ
る
が
、
寛
文
期
以
降
、
記
述
が
多

様
化
し
、
幕
府
役
人
の
動
向
を
は
じ
め
、
普
請
や
災
害
・
気
象
情
報
も
多

い
。
赤
気
の
発
生
に
つ
い
て
は
「
世
上
ニ
而
ハ
火
之
雨
ふ
り
申
候
共
申
、

世
上
ニ
而
ハ
さ
わ
き
立
申
候
」（

（2
（

と
あ
り
、
赤
気
の
出
現
に
混
乱
し
て
い
る

状
況
が
看
取
で
き
る
。

　
「
大
町
念
仏
講
帳
」
は
出
羽
国
村
山
郡
大
町
村
（
現
山
形
県
西
村
山
郡

河
北
町
）
の
記
録
で
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
か
ら
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
に
至
る
念
仏
講
の
帳
簿
で
あ
る
。
内
容
は
気
象
・
作
柄
・

物
価
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。念
仏
講
は
村
の
相
互
扶
助
組
織
で
も
あ
っ
た
。

帳
簿
に
は
「
北
方
よ
り
大
空
一
面
に
赤
く
相
見
得
申
候
間
、
皆
々
方
々
に

而
火
事
等
も
有
之
哉
と
相
騒
候
所
、
空
の
模
様
に
而
海
火
事
抔
と
も
申
候
、

何
れ
古
来
よ
り
ま
れ
成
事
故
、
老
人
方
も
不
及
申
、
今
ニ
相
知
れ
不
申

候
」（

（2
（

と
あ
り
、
村
の
古
老
も
知
ら
な
い
非
常
に
稀
な
現
象
で
あ
る
た
め
、

記
録
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
二
つ
の
史
料
が
と
も
に
集
団
で
管
理
す
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る
帳
簿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
全
体
で
記
憶
し
て
お
く
こ
と
こ
そ
が
、
理

解
し
が
た
い
天
文
現
象
を
解
決
す
る
方
法
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
作
柄
覚
」
と
い
っ
た
作
付
状
況
を
記
し
た
記
録
に
記
述

が
あ
る
こ
と
は
、
赤
気
が
農
作
業
に
影
響
を
与
え
る
と
理
解
さ
れ
て
い
た

こ
と
の
表
れ
で
も
あ
る
。明
和
七
年（
一
七
七
〇
）は
全
国
的
に
旱
魃
だ
っ

た
た
め
、
不
作
と
結
び
つ
け
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

赤
気
は
随
筆
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
成
者

は
ほ
と
ん
ど
が
知
識
人
層
で
あ
る
。『
猿
猴
庵
随
観
図
会（

（2
（

』・『
半
日
閑
話（

（2
（

』・

『
後
見
草（

（2
（

』・『
折
々
草（

（2
（

』・『
籠
耳
集（

（2
（

』
に
つ
い
て
は
、
作
者
の
生
没
年
か

ら
赤
気
発
生
後
ほ
ど
な
く
し
て
書
か
れ
た
と
言
え
る
。こ
れ
に
対
し
て『
想

山
著
聞
集（

（2
（

』・『
摂
陽
奇
観（

（3
（

』
は
、
前
者
が
赤
気
発
生
か
ら
七
九
年
後
、
後

者
が
六
三
年
後
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
赤
気
が
珍
し
い
現
象
と
し

て
知
識
人
層
に
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
様
々

な
巷
説
も
加
え
ら
れ
、「
東
大
寺
の
大
仏
堂
が
焼
失
し
た
」
と
い
っ
た
荒

唐
無
稽
な
情
報
も
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
随
筆
に
は
記

述
の
共
通
性
も
あ
り
、
赤
気
情
報
の
伝
播
の
様
相
も
窺
え
る
。
赤
気
は
日

記
や
年
代
記
な
ど
を
は
じ
め
歴
史
書
や
天
文
書
等
、
様
々
な
史
料
に
記
録

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
記
録
の
あ
り
方
は
、
近
世
の
人
々
の
認
識
や
情
報
伝

達
手
段
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
オ
ー
ロ
ラ
を
示
す
語
彙

　

先
述
の
よ
う
に
オ
ー
ロ
ラ
を
示
す
語
彙
は
、
天
文
学
史
で
は
「
赤
気
」・

「
白
気
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、
一
般
的
に
は
、
赤
気
は
「
夜
も
し
く
は
夕

方
に
現
れ
る
赤
色
の
雲
気
」
あ
る
い
は
「
彗
星
」
を
示
す
と
さ
れ
、「
白
気
」

は
「
白
色
の
気
体
」
あ
る
い
は
「
白
色
の
雲
気
」
を
意
味
し
た（

（3
（

。
そ
も
そ

も
「
赤
気
」
と
い
う
語
彙
は
『
魏
書
』・『
晋
書
』
と
い
っ
た
中
国
の
歴
史

書
に
見
ら
れ
る
も
の
で
、「
陰
謀
の
兆
し
」
や
「
兵
気
」
を
示
す
凶
兆
と

理
解
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で
は
、
オ
ー
ロ
ラ
を
示
す
語
彙
は
時
代
と
と
も

に
若
干
の
変
化
が
見
ら
れ
、
六
国
史
で
は
赤
光
・
赤
雲
・
白
雲
と
い
っ
た

語
彙
が
オ
ー
ロ
ラ
を
示
す
可
能
性
が
あ
り
、
形
状
に
つ
い
て
は
「
有
物
如

灌
頂
幡
而
火
色
」
と
い
っ
た
表
現
が
あ
る（

（3
（

。

　

近
世
に
入
る
と
、
オ
ー
ロ
ラ
に
限
ら
ず
空
が
赤
く
な
る
現
象
を
赤
気
、

彗
星
を
白
気
と
表
現
す
る
の
が
一
般
的
に
な
り
、
と
く
に
赤
気
と
い
う
語

彙
は
漢
籍
に
通
じ
た
知
識
人
層
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い（

（3
（

。

　

前
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
オ
ー
ロ
ラ
現
象
そ
の
も
の
が
広
く
認
知
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
定
ま
っ
た
語
彙
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、
記
述

の
あ
り
方
は
記
録
者
の
教
養
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
一
例
と
し
て
、

以
下
に
二
つ
の
史
料
を
示
し
て
お
く
。

【
史
料
２（

（3
（

】
廿
八
日
今
夜
北
方
有
赤
気
、
始
四
時
頃
如
見
甚
遠
方
之
火
事
、
其
後
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九
時
頃
至
而
、
赤
気
甚
大
高
而
、
其
中
多
有
白
筋
立
登
、
其
筋
或
消

或
現
、
其
赤
気
漸
広
而
、
後
及
東
西
上
及
半
天
、
至
八
時
頃
消
矣
、

右
之
変
諸
国
一
同
之
由
後
日
聞

【
史
料
３（

（3
（

】
夜
五
ツ
時
北
之
方
雲
赤
ク
成
候
故
遠
方
之
出
火
と
申
候
処
、
次
第
ニ

広
成
北
一
面
扇
之
地
紙
之
ご
と
く
赤
、
骨
の
ご
と
く
白
キ
筋
交
リ
、

九
ツ
時
迄
も
引
不
申
候
ニ
付
、
諸
人
殊
之
外
不
審
ニ
存
案
じ
申
候

　
【
史
料
２
】
は
本
居
宣
長
、【
史
料
３
】
は
紀
州
藩
田
辺
領
（
現
和
歌
山

県
田
辺
市
）
田
辺
組
大
庄
屋
田
所
氏
の
日
記
の
一
部
分
で
あ
る
。
宣
長
は

赤
気
の
出
現
か
ら
消
滅
ま
で
の
変
化
を
克
明
に
記
録
し
て
お
り
、
赤
気
・

白
気
と
い
う
語
彙
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
田
所
氏
の

日
記
で
は
赤
気
・
白
気
の
語
彙
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
赤
気
の
状
況
を

「
遠
方
之
出
火
」、「
扇
之
地
紙
之
ご
と
く
赤
、
骨
の
ご
と
く
白
キ
筋
交
リ
」

と
記
し
、
赤
気
の
色
お
よ
び
赤
気
の
中
に
白
気
が
立
ち
上
る
様
子
を
扇
の

色
と
形
状
に
譬
え
た
。
赤
気
が
扇
を
開
い
た
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
表
現

は
、
赤
気
を
描
い
た
絵
画
史
料
と
も
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ロ
ラ
の

形
状
が
的
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
記
録
者
が
自
ら
の
知
識
や

教
養
を
も
と
に
記
し
て
い
る
た
め
、
必
ず
し
も
赤
気
と
表
現
さ
れ
る
わ
け

で
は
な
く
、
記
録
者
の
身
近
な
物
に
譬
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
も
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

二　

赤
気
を
め
ぐ
る
朝
廷
・
土
御
門
家
の
対
応
と
認
識

　

つ
ぎ
に
、
オ
ー
ロ
ラ
発
生
時
の
人
々
の
対
応
を
具
体
的
に
み
て
い
き
た

い
。
こ
こ
で
は
、
分
析
対
象
を
朝
廷
・
知
識
人
・
民
衆
と
し
、
赤
気
と
い

う
非
常
に
稀
な
自
然
現
象
に
対
す
る
社
会
階
層
の
対
応
を
比
較
す
る
が
、

ま
ず
、
朝
廷
と
土
御
門
家
の
動
向
を
取
り
上
げ
る
。

（
１
）
明
和
六
年
・
同
七
年
の
彗
星
を
め
ぐ
る
朝
廷
の
動
向

　

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
赤
気
発
生
時
に
お
け
る
朝
廷
の
対
応
は
、

同
年
七
月
の
彗
星
（
レ
ク
セ
ル
彗
星
）
と
前
年
の
七
月
の
彗
星
（
メ
シ
エ

彗
星
）
出
現
時
の
そ
れ
と
密
接
に
関
わ
る
の
で
、
こ
の
二
つ
の
彗
星
出
現

時
の
状
況
を
概
観
し
て
お
き
た
い（

（3
（

。

　

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
七
月
二
六
日
の
彗
星
出
現
後
、
陰
陽
頭
土
御

門
泰
邦
ら
は
摂
政
の
下
問
を
受
け
八
月
四
日
に
勘
文
を
提
出
し
た
。
勘
文

で
は
『
漢
書
』
を
引
用
し
大
水
の
予
兆
で
あ
る
と
占
っ
た（

（3
（

。
こ
れ
を
う
け

て
同
十
一
日
に
は
内
侍
所
で
御
神
楽
が
執
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
九
月
に

再
度
、
彗
星
が
現
れ
た
が
、
こ
の
間
に
、
洪
水
・
疫
病
流
行
・
東
宮
の
体

調
不
良
等
が
重
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
彗
星
も
凶
兆
と
認
識
さ
れ
た（

（3
（

。

翌
年
七
月
に
ま
た
も
彗
星
が
出
現
し
た
が
、
そ
の
光
の
形
状
が
特
異
だ
っ
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た
た
め
、
泰
邦
は
こ
れ
を
「
孛
星
」
と
し
凶
兆
と
見
做
し
た
。
こ
の
と
き

は
内
侍
所
に
お
け
る
臨
時
御
神
楽
の
執
行
に
加
え
、
前
大
僧
正
宥
証
に

よ
っ
て
北
斗
法
が
実
施
さ
れ
た
が
、
全
国
的
な
旱
魃
が
続
き
、
京
極
宮
公

仁
親
王
や
内
大
臣
九
条
道
前
ら
が
相
次
い
で
死
亡
し
た（

（3
（

。
朝
廷
内
で
は
祈

雨
の
祈
祷
が
検
討
さ
れ
る
が
、
泰
邦
が
、
こ
こ
で
祈
祷
を
行
え
ば
、
後
桜

町
天
皇
の
祈
祷
に
よ
っ
て
抑
え
ら
れ
て
い
た
孛
星
の
災
い
が
復
活
し
、
天

皇
・
東
宮
等
に
災
難
が
降
り
か
か
る
と
述
べ
た
た
め
、
雨
乞
祈
祷
は
中
止

さ
れ
た（

（4
（

。
し
か
し
、
七
月
廿
八
日
に
「
赤
気
」
が
発
生
す
る
と
、
朝
廷
内

は
赤
気
の
対
応
に
せ
ま
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
土
御
門
泰
邦
の
認
識

　

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月
二
九
日
、
参
内
し
た
泰
邦
は
武
家
伝
奏

広
橋
兼
胤
か
ら
昨
夜
の
「
赤
気
」
に
つ
い
て
内
々
に
尋
ね
ら
れ
た
。
孛
星

の
影
響
の
残
滓
で
は
な
い
か
と
考
え
る
兼
胤
に
対
し
て
、
泰
邦
は
「
昨
夜

之
赤
気
専
陽
火
之
所
為
ニ
而
旱
之
象
と
先
ツ
ハ
同
様
候
、
然
共
赤
光
内
白

気
之
貫
道
数
條
、
是
等
ハ
覆
邪
伏
陰
之
象
歟
と
存
候
間
、
孛
星
之
応
ニ
一

決
し
て
も
難
申
候
」
と
述
べ
た（

（4
（

。
つ
ま
り
、「
赤
気
」
の
発
生
は
「
陽
火

之
所
為
」
で
あ
る
た
め
、「
旱
之
象
」
と
同
様
に
捉
え
ら
れ
る
が
、
赤
光

の
な
か
に
白
気
が
幾
筋
も
出
現
し
た
の
は
「
覆
邪
伏
陰
之
象
」
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、孛
星
の
影
響
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
泰
邦
ら
勘
文
を
作
成
し
、
議
奏
に
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
【
史
料
４（

（4
（

】

　
　
　
　

謹　

奏
変
異
之
事

七
月
廿
八
日
夜
北
方
天
色
赤
、
子
初
刻
甚
、
亘
于
東
西
如
火
、
其
光

中
有
貫
気
数
道
而
及
半
天
、
寅
刻
消
滅
、
右
件
之
変
色
旧
占
挙
兵
起

及
風
火
之
災
、
然
臣
庸
愚
未
得
訂
誼
之
、
但
其
中
殊
拠
風
災
占
又
若

有
地
震
歟
、
謹
勘
申
奏
状
如
件

　
　
　

明
和
七
年
八
月
一
日　
　

陰
陽
頭
安
倍
朝
臣
泰
邦

　

泰
邦
は
、空
が
赤
く
変
色
し
た
現
象
に
つ
い
て
、「
挙
兵
起
及
風
火
之
災
」

と
す
る
従
来
の
解
釈
を
正
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
風
災
か
地
震
の

予
兆
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
勘
文
献
上
後
、
泰
邦
は
兼
胤
と
密
談

し
、
祈
祷
の
執
行
を
検
討
す
る
兼
胤
に
対
し
て
、
こ
の
勘
文
は
あ
く
ま
で

も
陰
陽
寮
の
占
法
に
則
っ
た
も
の
で
あ
り
、
本
意
で
は
な
い
と
述
べ
た（

（4
（

。

泰
邦
は
赤
気
発
生
を
「
旱
之
応
」
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
赤
気
を
「
兵

革
風
火
之
災
」
と
み
る
伝
統
的
な
占
法
に
対
し
て
「
不
合
時
気
之
占
候
」

と
し
て
懐
疑
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
こ
う
し
た
自
身
の
考
え

は
「
先
人
之
説
を
破
り
悖
り
候
義
甚
不
少（

（4
（

」
と
し
て
、【
史
料
４
】
に
示

し
た
勘
文
の
提
出
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
泰
邦
は
孛
星
と
赤
気
の

出
現
に
つ
い
て
「
孛
星
ハ
其
形
象
微
小
ニ
而
素
人
之
驚
動
少
ク
候
、
此
間
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之
赤
気
は
其
色
甚
敷
惣
天
之
半
を
犯
シ
亘
候
故
、
人
目
を
驚
シ
人
皆
懼
レ

候
得
共
、
実
ハ
孛
星
ハ
天
之
変
象
不
軽
、
赤
気
ハ
其
応
強
不
足
恐
事
と
存

候
」（

（4
（

と
述
べ
、
赤
気
は
空
全
体
に
現
れ
る
た
め
人
々
の
耳
目
を
驚
か
せ
る

が
、
む
し
ろ
孛
星
の
方
が
重
大
な
天
変
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
泰
邦
の

日
記
に
は
、
こ
う
し
た
自
身
の
見
解
が
兼
胤
を
通
し
て
内
々
に
後
桜
町
天

皇
に
伝
え
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
赤
気
を
め
ぐ
る
泰
邦
と
兼

胤
の
密
談
は
兼
胤
の
日
記
に
は
書
か
れ
て
い
な
い（

（4
（

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
赤
気
出
現
は
、
前
年

か
ら
の
彗
星
発
生
と
相
俟
っ
て
朝
廷
内
に
少
な
か
ら
ぬ
混
乱
を
も
た
ら
し

た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
泰
邦
は
、
旱
魃
が
赤
気
を
発
生
さ
せ
た
と
し
、

そ
の
影
響
力
は
孛
星
に
比
し
て
小
さ
い
と
判
断
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
彗
星
と
同
七
年
（
一
七
七
〇
）
六
月
の
孛
星

出
現
時
に
提
出
し
た
勘
文
と
の
整
合
性
を
保
と
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
彗
星
や
赤
気
と
い
っ
た
天
変
は
、
朝
廷
に
お
い
て
は
天

皇
の
身
体
に
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
勘
文
は
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
泰
邦
は
、
陰
陽
寮
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
勘

文
が
も
は
や
時
流
に
合
致
し
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
赤
気
出
現
の

対
応
は
、
朝
廷
・
公
家
社
会
に
お
け
る
伝
統
的
な
天
文
認
識
を
め
ぐ
る
矛

盾
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三　

赤
気
を
め
ぐ
る
知
識
人
の
動
向

　

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
赤
気
の
記
述
の
特
徴
と
し
て
、
光
の
色
や

形
状
の
変
化
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

記
述
は
、
公
家
や
学
者
と
い
っ
た
知
識
人
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
。
そ
の

一
例
を
紹
介
し
、
知
識
人
層
は
赤
気
の
発
生
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
認
識
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
１
）
記
述
の
特
徴
と
認
識

　

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
赤
気
に
関
す
る
史
料
に
お
い
て
、
赤
気
の

変
化
を
詳
細
に
記
し
た
も
の
と
し
て
、山
城
国
紀
伊
郡
稲
荷
村
稲
荷
社（
現

伏
見
稲
荷
大
社
）
の
社
家
羽
倉
信
郷
の
日
記
が
あ
る
。
七
月
二
八
日
の
日

記
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

【
史
料
５（

（4
（

】
今
夕
酉
刻
より
北
方
之
空
中
赤
気
有
之
、
遠
国
若
狭
之
方
大
炎
色
可
有

之
旨
噂
有
之
処
、
亥
刻
過
より
弥
以
甚
紅
色
之
雲
気
北
方
半
天
銀
河
之

傍
ニ
セ
ま
り
、中
ニ
白
気
直
ニ
立
上
り
幾
筋
共
な
く
子
刻
過
迄
同
事
、

忽
明
忽
薄
く
西
方
東
方
ニ
掛
り
半
天
赤
気
ニ
相
成
、
赤
気
之
中
ニ
星

も
透
見
、
白
気
一
筋
銀
河
ヲ
貫
き
丑
刻
ニ
致
相
納
、
尤
四
方
一
点
之
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雲
な
く
天
気
も
青
き
な
か
ら
右
ニ
替
り
星
光
ハ
段
々
見
ゆ
ル
也
、
社

中
何
も
仰
望
色
々
論
談
之
処
、
古
来
噂
も
無
之
天
変
可
畏
と
之
事
而

已
申
談
也

　

こ
の
記
述
の
特
色
は
、
赤
気
の
発
生
に
気
付
い
た
十
六
時
頃
か
ら
翌
日

二
時
頃
に
赤
気
が
消
滅
す
る
ま
で
の
明
る
さ
や
広
が
り
の
変
化
が
詳
細
に

記
録
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
と
く
に
、
亥
刻
以
降
は
一
刻
毎
の
変
化
が

記
さ
れ
て
お
り
、「
甚
紅
色
之
雲
気
北
方
半
天
銀
河
之
傍
ニ
セ
ま
り
」
と

い
っ
た
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
星
と
の
位
置
関
係
を
示
し
て
赤
気
の

変
化
を
実
証
的
に
記
録
し
て
い
る
。
時
間
毎
の
変
化
に
注
目
し
た
記
録
に

は
【
史
料
２
】
に
示
し
た
本
居
宣
長
の
日
記
、
星
座
と
位
置
関
係
を
記
録

し
た
も
の
に
は
、
遠
江
の
国
学
学
者
内
山
真
龍
の
伝
記
で
あ
る
「
内
山
真

龍
翁
伝
」
が
あ
る
。
後
者
で
は
、「
亥
子
時
正
北
天
火
気
如
朱
砂
、
其
中

金
色
指
登
、
越
北
極
星
」（

（4
（

と
あ
り
、
赤
気
の
光
の
広
が
り
を
北
極
星
と
の

位
置
関
係
で
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
が
何
れ
も
国
学
者
の
記
録

で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
宣
長
・
信
郷
・
真
龍
と
い
っ
た
知
識
人
層
に

あ
っ
て
は
、
よ
り
正
確
に
状
況
を
記
録
し
て
お
く
こ
と
こ
そ
が
、
非
常
に

稀
な
天
変
に
対
す
る
対
応
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
知
識
人
層
に
あ
っ
て
は
、
過
去
に
遡
っ
て
記
録
を
確
認
す
る
こ

と
で
現
象
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
動
向
が
見
ら
れ
る
。

　
【
史
料
６（

（4
（

】

日
本
紀　

天
武
天
皇
十
一
年
八
月
壬
申
火
色
浮
空
流
北
毎
国
皆
見

皇
代
暦　

�

宝
治
九
年
七
月
八
日
亥
刻
、
赤
気
見
北
方
如
野
火
、
其
中

白
気
数
帖
交
蔽
北
斗
須
曳
清
敷

後
愚
昧
記　

�

貞
治
二
年
六
月
十
九
日
入
夜
、艮
并
北
方
如
遠
所
焼
亡
、

火
光
不
知
、
其
数
或
説
云
火
旱
之
瑞
也

或
記　

永
享
十
二
年
八
月
十
六
日
赤
光
出
現

皇
年
代
私
記　

天
正
十
五
年
正
月
夜
紅
気
弥
北
天

晋
書　

惠
帝
大
安
二
年
十
月
壬
寅
夜
赤
気
竟
天
隠

通
鑑　

�

元
順
宗
至
正
廿
七
年
七
月
癸
酉
京
城
紅
気
満
空
如
火
照
人
自

丑
至
辰
方
息

文
献
通
考　

�

後
晋
高
祖
天
福
二
年
正
月
夜
初
北
方
有
赤
気
、
西
至
戌

亥
地
東
北
至
丑
地
北
広
三
丈
状
如
火
光
赤
気
内
見
紫
微

及
北
斗
諸
星
至
三
点
後
内
有
白
気
数
條
次
西
行
至
夜
半

子
時
分
前

　
【
史
料
６
】
は
、『
続
史
愚
抄
』
を
編
纂
し
た
柳
原
紀
光
の
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
七
月
二
八
日
の
日
記
の
一
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
日

本
書
記
』・『
皇
代
暦
』・『
後
愚
昧
記
』・『
皇
年
代
私
記
』
と
い
っ
た
日
本

の
歴
史
書
、『
晋
書
』・『
資
治
通
鑑
』・『
文
献
通
考
』
と
い
っ
た
中
国
の

歴
史
書
か
ら
赤
気
の
記
述
を
抽
出
し
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
野
宮
定
晴
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日
記
に
も
見
ら
れ
る
。
彼
の
日
記
の
七
月
二
八
日
条
に
は
「
後
花
園
院　

永
享
十
二
年
八
月
十
六
日
天
如
紅
、
正
親
町
院　

天
正
十
年
正
月
十
五
日

夜
紅
気
満
北
天
、明
正
院　

寛
永
八
年
四
月
十
六
日
至
廿
一
日
天
赤
如
炎
、

同
十
二
年
七
月
廿
六
日
天
赤
如
火
、
所
見
如
是
、
今
年
天
変
地
妖
無
止
時

奇
代
之
珍
事
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。
定
晴
は
根
拠
と
な
る
史
料
は
提
示

し
て
い
な
い
が
、過
去
に
赤
気
が
出
現
し
た
年
月
日
を
書
き
上
げ
て
い
る
。

両
者
に
共
通
す
る
の
は
永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
の
み
で
あ
る
。
定
晴

が
十
五
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
を
対
象
に
赤
気
発
生
の
記
事
を
収
集
し

て
い
る
の
に
対
し
、
紀
光
は
七
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
末
ま
で
を
対
象

に
し
て
い
る
。
両
者
の
最
も
大
き
な
差
異
は
、
紀
光
が
「
赤
気
」・「
紅
気
」

と
い
う
語
彙
に
絞
っ
て
抽
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
定
晴
は
「
空
が
赤
く

な
る
現
象
」
に
注
目
し
て
記
事
を
収
集
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ
こ
に
両

者
の
認
識
の
相
違
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
２
）
赤
気
の
発
生
原
因
を
め
ぐ
る
解
釈

　

知
識
人
の
な
か
に
は
、
赤
気
の
発
生
原
因
を
考
え
る
者
も
存
在
し
た
。

寿
量
庵
秀
尹
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
「
星
解
」
と
い
う
書
物
の
中
で
、

赤
気
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

【
史
料
７（

（5
（

】
到
丑
刻
見
之
東
北
間
尚
盛
也
、
赤
色
中
有
同
色
之
筋
、
譬
如
日
没
之

前
浮
雲
覆
空
隠
日
、
日
光
従
雲
間
洩
光
、
則
顯
光
筋
、
水
気
之
中
厚

薄
有
不
同
、
依
之
従
薄
所
日
光
指
登
而
見
如
柱
立
、
曾
非
怪
事
、
至

於
暁
尚
回
於
東
、
至
曙
赤
光
滅
、
是
全
雨
気
之
所
為
也
、
雖
然
晴
天

相
続
不
発
雨
、
併
到
今
月
、
度
々
之
夕
立
者
、
正
其
所
為
歟
、
宝
永

年
中
亦
享
保
年
間
在
之
、
曾
不
及
論
善
悪
吉
凶
而
已

　
「
星
解
」
は
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
七
月
に
書
か
れ
た
彗
星
の
解
説

書
で
あ
る
。
作
者
で
あ
る
寿
量
庵
秀
尹
の
人
物
像
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ

の
内
容
を
見
る
限
り
、
土
御
門
家
に
繋
が
り
を
持
ち
、
そ
の
天
文
認
識
は

陰
陽
道
の
影
響
が
大
き
い
と
言
え
る
。「
星
解
」
の
末
尾
に
京
都
か
ら
見

え
た
赤
気
を
描
い
た
挿
絵
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
文
学
史
に
お
い
て
は
よ

く
知
ら
れ
た
史
料
で
あ
り
、
こ
の
挿
絵
が
あ
る
が
故
に
オ
ー
ロ
ラ
に
関
す

る
天
文
書
と
理
解
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
構

成
は
、
①
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
七
月
の
彗
星
出
現
を
う
け
て
土
御
門

泰
邦
と
配
下
の
幸
徳
井
家
が
作
成
し
た
考
図
と
勘
文
、
②
彗
星
・
妖
星
の

図
と
占
い
、
③
一
条
天
皇
か
ら
桜
町
天
皇
に
い
た
る
ま
で
の
彗
星
出
現
の

年
月
日
、
④
赤
気
の
絵
図
、
⑤
赤
気
発
生
の
年
月
日
、
⑥
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）夏
の
客
星
と
木
星
蝕
、⑦
同
年
の
赤
気
発
生
の
記
録
と
な
っ

て
い
る
。
本
書
は
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
の
メ
シ
エ
彗
星
の
出
現
を
契

機
に
書
き
始
め
ら
れ
、
翌
年
の
レ
ク
セ
ル
彗
星
に
つ
い
て
記
し
た
と
こ
ろ

で
完
成
し
た
の
だ
が
、
赤
気
の
発
生
後
、「
追
加
」
と
し
て
赤
気
の
考
察
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が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

　
【
史
料
７
】
に
よ
れ
ば
、
彼
は
、
赤
気
の
発
生
を
土
中
の
水
気
の
蒸
発

に
よ
る
も
の
と
捉
え
、
赤
気
の
中
に
見
え
た
、
日
光
が
差
し
た
か
の
よ
う

な
筋
（
＝
白
気
）
は
空
中
の
水
蒸
気
の
濃
度
の
差
異
に
よ
っ
て
生
じ
た
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
年
は
全
国
的
に
旱
魃
で
あ
っ
た
が
、
七
月

に
入
っ
て
か
ら
度
々
夕
立
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
影
響
で
赤
気
が
発
生
し

た
と
考
え
た
。
つ
ま
り
、
秀
尹
は
赤
気
を
天
文
現
象
と
は
認
識
し
て
お
ら

ず
、
気
象
現
象
の
一
つ
と
し
て
理
解
し
、「
怪
事
」
で
な
い
と
し
た
の
で

あ
る
。

　
「
星
解
」
は
現
在
、
写
本
が
四
点
伝
来
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
松
阪

市
役
所
所
蔵
本
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
に
京
の
書
肆
で
蔵
書
家
と

し
て
も
知
ら
れ
る
村
井
古
厳
が
伊
勢
神
宮
の
松
崎
文
庫
に
奉
納
し
た
も
の

で
、
奥
書
か
ら
伊
勢
御
師
の
間
で
写
本
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取

で
き
る（

（5
（

。
ま
た
、
彦
根
藩
の
天
文
家
平
石
時
光
の
蔵
書
中
に
も
含
ま
れ
て

お
り（

（5
（

、
知
識
人
の
間
で
一
程
度
流
布
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
赤
気
発
生
の
原
因
を
論
じ
た
も
の
に
、
水
戸
藩
士
石
川
慎
斎

が
編
纂
し
た
「
水
戸
紀
年
」
と
い
う
歴
史
書
が
あ
る
。
そ
の
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
条
に
日
時
の
記
載
は
な
い
が
、
同
年
の
出
来
事
と
し
て
「
今

年
ノ
秋
ノ
コ
ロ
一
夜
北
方
天
俄
ニ
赤
気
生
ヲ
生
シ
赤
気
焼
カ
如
シ
、
一
時

許
ヲ
経
て
消
滅
ス
、
観
ル
モ
ノ
驚
嘆
シ
テ
、
旱
ノ
兆
ト
ス
、
ハ
タ
シ
テ
明

年
夏
秋
ノ
間
大
ニ
阜
乾
ナ
リ
、
此
歳
赤
夷
始
テ
ヱ
ソ
へ
渡
ル
、
今
ヨ
リ
見

レ
ハ
赤
夷
窺
本
朝
ノ
兆
ト
ス
ト
イ
ヘ
リ
」
と
記
さ
れ
て
お
り（

（5
（

、
赤
気
の
発

生
を
ロ
シ
ア
船
来
航
の
予
兆
と
見
て
い
る
。
慎
斎
は
、
藤
田
幽
谷
と
対
立

関
係
に
あ
っ
た
立
原
翠
軒
に
師
事
し
て
「
垂
統
大
記
」
の
編
纂
に
携
わ
っ

た
人
物
で
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
「
水
戸
紀

年
」
を
ま
と
め
た（

（5
（

。
異
国
船
来
航
と
の
関
係
で
理
解
し
て
い
る
点
に
、
編

纂
者
の
学
問
的
背
景
や
編
纂
時
の
社
会
状
況
が
赤
気
の
解
釈
に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
わ
か
る
。

四　

赤
気
め
ぐ
る
民
衆
の
対
応
と
認
識

　

最
後
に
、
民
衆
が
赤
気
の
出
現
に
際
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
そ

の
現
象
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
を
随
筆
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。

（
１
）「
猿
猴
庵
随
観
図
会
」
に
み
る
民
衆
の
対
応

　

こ
こ
で
は
、
赤
気
を
目
撃
し
た
民
衆
の
様
子
を
絵
入
り
の
随
筆
で
著
し

た
「
猿
猴
庵
随
観
図
会
」（
以
下
「
図
会
」
と
略
す
）
を
取
り
上
げ
る
。

著
者
で
あ
る
高
力
種
信
（
一
七
五
六
～
一
八
三
一
）
は
通
称
を
新
三
、
号

を
猿
猴
庵
・
艶
好
と
称
し
、
尾
張
藩
の
大
番
組
・
馬
廻
組
を
勤
め
た
人
物

で
あ
る
。
著
作
に
「
東
街
便
覧
図
略
」・「
御
鍬
祭
真
景
図
略
」
等
が
あ
り
、



國學院雑誌　第 123 巻第２号（2022年） ─ 16 ─

絵
入
り
の
随
筆
を
数
多
く
著
し
た
文
化
人
で
も
あ
る
。「
図
会
」
は
明
和

四
年
（
一
七
六
七
）
か
ら
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
か
け
て
名
古
屋
地

域
で
起
き
た
出
来
事
を
絵
入
り
で
ま
と
め
た
も
の
で
、
熱
田
神
宮
の
御
鍬

祭
な
ど
の
祭
礼
・
旱
魃
・
疫
病
の
流
行
等
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
挿
絵
に

は
、
中
央
よ
り
上
部
に
濃
尾
平
野
か
ら
垂
直
に
幾
筋
も
立
ち
上
る
赤
気
が

描
か
れ
、
中
央
よ
り
下
部
に
は
赤
気
に
驚
く
民
衆
の
姿
が
見
え
る
。
こ
の

挿
絵
中
に
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

【
史
料
８（

（5
（

】
七
月
廿
八
日
夕
か
た
北
の
空
う
す
赤
く
、
遠
方
の
火
事
か
と
沙
汰
す

る
う
ち
に
、
次
第
〳
〵
に
色
こ
く
な
り
、
夜
に
入
て
明
ル
き
事
月
夜

の
如
し
、
戌
ノ
刻
比
よ
り
赤
気
甚
し
く
、
中
に
竿
の
如
き
白
筋
幾
す

じ
も
顕
れ
、
半
天
に
覆
広
が
り
て
西
東
に
広
り
白
気
数
多
し
、
地
一

面
に
真
赤
に
な
り
て
、
諸
人
お
ど
ろ
き
さ
わ
ぎ
、
所
の
生
祠
に
て
神

楽
を
あ
げ
、
或
は
念
仏
を
と
な
え
て
生
た
る
心
地
な
し
、
こ
れ
ハ
世

が
め
つ
し
る
か
、
火
の
雨
で
も
ふ
り
は
せ
ぬ
か
と
屋
根
に
水
を
か
け

る
も
有
、
高
き
所
登
り
て
見
れ
ハ
赤
気
の
う
ち
に
物
の
煮
ゆ
か
音
聞

ゆ
に
夜
明
に
ハ
東
西
に
わ
か
つ
様
に
て
消
え
た
り

　
【
史
料
８
】よ
れ
ば
、七
月
二
八
日
は
夕
方
よ
り
北
方
の
空
が
赤
く
な
り
、

夜
に
な
る
と
月
夜
の
よ
う
に
明
る
か
っ
た
と
い
う
。
二
二
時
頃
よ
り
、
空

の
赤
み
が
激
し
く
な
り
、
白
い
筋
が
幾
筋
も
現
れ
、
天
変
は
夜
明
け
ま
で

続
い
た
。
人
々
は
騒
然
と
す
る
な
か
で
、
神
仏
に
祈
り
、
火
の
雨
が
降
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
家
屋
の
屋
根
に
水
を
か
け
て
い
た
。

　

こ
の
史
料
か
ら
わ
か
る
民
衆
の
対
応
は
①
火
災
へ
の
備
え
、
②
神
仏
へ

の
祈
祷
で
あ
る
。
赤
気
は
そ
の
色
味
か
ら
発
生
当
初
、
遠
方
の
火
事
あ
る

い
は
海
火
事
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
史
料
中
に
「
火
の
雨
で
も

ふ
り
は
せ
ぬ
か
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、「
火
の
雨
」
と
い
う
表
現
は

他
史
料
に
も
散
見
で
き
る（

（5
（

。
神
仏
へ
の
祈
願
に
つ
い
て
も
、「
諸
人
諸
神

ニ
祈
願
ス（

（5
（

」、「
処
々
御
祈
祷
有
之（

（5
（

」、「
人
々
所
の
氏
神
江
参
り
祈
願
を
懸

ケ
、
一
夜
宮
に
夜
明
し
仕
候（

（6
（

」
と
い
っ
た
記
述
を
史
料
に
見
る
こ
と
が
で

き
、
赤
気
が
空
中
に
拡
散
す
る
に
つ
れ
、
火
事
で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し

た
民
衆
は
村
の
鎮
守
な
ど
で
祈
願
す
る
こ
と
で
災
い
か
ら
身
を
守
ろ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
赤
気
か
ら
身
を
守
る
方
法
と
し
て
「
土
の
室
」
や
「
石
の
室
」

に
身
を
隠
す
と
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
も
注
目
さ
れ
る（

（6
（

。

（
２
）
赤
気
を
め
ぐ
る
認
識

　

先
述
の
よ
う
に
、
知
識
人
の
中
に
は
過
去
に
遡
っ
て
赤
気
発
生
の
事
実

を
確
認
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
過
去
に
遡

る
と
い
う
行
為
は
民
衆
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
史
料
中
に
は
「
此
事
老

人
前
代
未
聞
之
事
云（

（6
（

」、「
何
れ
古
来
よ
り
ま
れ
成
事
故
、
老
人
方
も
不
及
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申
、
今
ニ
相
知
れ
不
申
候（

（6
（

」、
あ
る
い
は
、「
松
前
の
人
の
語
る
も
、
同
じ

時
同
じ
様
な
り
、
西
は
長
崎
の
人
の
語
れ
る
も
又
然
り
、
唯
加
賀
の
人
の

語
れ
る
ぞ
少
し
異
な
り
け
る（

（6
（

」、「
何
れ
の
村
の
咄
し
を
聞
つ
る
に
、
何
国

も
同
し
事
ニ
候（

（6
（

」
と
い
っ
た
記
述
が
あ
る
。
前
者
は
古
老
の
話
、
後
者
は

遠
隔
地
も
含
む
噂
話
で
あ
る
。
知
識
人
が
歴
史
書
等
の
文
献
に
よ
っ
て
赤

気
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
民
衆
は
音
声
情
報
を
基
本
と
し
て

い
る
点
に
両
者
の
情
報
収
集
・
伝
達
の
あ
り
方
の
差
異
を
看
取
で
き
る
。

も
っ
と
も
古
老
で
さ
え
も
知
ら
な
い
と
い
う
表
現
で
、
赤
気
が
稀
な
天
変

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
近
き
程
な
る

は
覚
え
居
り
つ
る
翁
ど
も
ゝ
侍
て
と
て
、
物
語
す
る
な
ど
は
聞
き
し
が
、

眼
前
に
斯
く
み
つ
る
は
、
い
と
珍
ら
か
な
り
け
る（

（6
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
民
衆
世
界
に
あ
っ
て
は
古
老
の
記
憶
、
あ
る
い
は
口
伝
に
よ
っ
て

伝
え
ら
れ
き
た
情
報
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
非
常
に
稀
な
自
然
現
象
を
解

釈
す
る
際
、
民
衆
世
界
で
は
文
字
情
報
よ
り
音
声
情
報
が
優
先
し
た
の
で

あ
る
。

　

次
に
民
衆
が
、
赤
気
を
吉
兆
ど
ち
ら
に
結
び
つ
け
て
認
識
し
て
い
た
の

か
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
赤
気
は
そ
の
色
味
か
ら
社
会
階
層
に
関

わ
ら
ず
「
凶
兆
」
と
考
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、「
吉
兆
」
と
す

る
見
方
も
存
在
し
た
。
建
部
綾
足
の
随
筆
『
折
々
草
』
に
「
或
翁
の
、
己

よ
く
覚
え
て
侍
る
、
是
に
違
は
ぬ
気
の
侍
り
し
年
は
、
稲
善
く
栄
え
て
、

国
中
豊
け
く
侍
り
し
な
り
、
い
と
善
き
事
に
て
侍
り
し
と
語
り
き（

（6
（

」
と
の

記
述
が
あ
る
。
こ
の
古
老
は
、
か
つ
て
赤
気
を
見
た
と
き
、
そ
の
年
が
豊

作
だ
っ
た
記
憶
か
ら
吉
兆
で
あ
る
と
語
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
解
釈
は
社
会

の
安
定
と
も
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。民
衆
の
彗
星
に
対
す
る
解
釈
と
し
て
、

社
会
の
安
定
に
伴
い
、
彗
星
を
吉
兆
と
み
な
し
、
大
き
な
尾
を
引
く
光
の

形
状
を
稲
穂
に
見
立
て
、
豊
作
の
兆
し
と
見
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る（
（6
（

。
こ
の
古
老
の
赤
気
の
理
解
も
彗
星
の
解
釈
に
近
い
と
言
え
る
。

　

最
後
に
、
民
衆
が
赤
気
の
発
生
原
因
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か

を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
が
全
国
的
な
旱
魃
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
衆
に
お
い
て
も
知
識
人
と
同
様
に
旱
魃
と
の
関
係

で
発
生
し
た
と
考
え
る
事
例
が
多
い（

（6
（

。
同
年
六
月
の
彗
星
発
生
と
赤
気
を

併
記
す
る
史
料
も
あ
り
、
両
者
を
関
連
づ
け
て
解
釈
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る（

（7
（

。な
か
で
も
興
味
深
い
の
は
、「
葉
月
五
日
大
雨
、盆
を
傾
る
ご
と
く
、

其
暁
又
顆
し
う
降
り
し
か
は
、
空
の
け
し
き
も
引
き
か
へ
て
俄
か
に
涼
し

く
成
に
け
り
、
さ
れ
は
井
も
川
も
本
に
か
へ
り
て
も
ろ
〳
〵
怪
き
説
の
巷

に
満
ぬ
る
も
自
ら
止
む
」
と
い
う
記
述
で（

（7
（

、
赤
気
発
生
後
、
八
月
五
日
に

大
雨
が
降
っ
た
こ
と
で
、赤
気
に
対
す
る
不
安
も
消
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。

つ
ま
り
、
民
衆
世
界
に
お
い
て
は
、
赤
気
は
旱
魃
や
彗
星
発
生
と
い
う
同

年
の
異
変
と
関
連
付
け
て
解
釈
さ
れ
、
降
雨
に
よ
っ
て
旱
魃
が
解
消
さ
れ

る
こ
と
で
赤
気
に
対
す
る
不
安
が
解
消
さ
れ
る
と
、
赤
気
は
降
雨
の
兆
し
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＝
吉
兆
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
珍
事
」

と
し
て
後
の
編
纂
物
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
就
寝
し
て
い
た
た
め
、

赤
気
を
見
損
な
っ
た
こ
と
を
悔
や
む
人
々
ま
で
現
れ
た
の
で
あ
る（

（7
（

。
民
衆

世
界
で
は
、
書
物
に
よ
る
情
報
で
は
な
く
、
自
ら
を
と
り
ま
く
環
境
の
変

化
が
天
変
の
理
解
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
知
識
人
と
の
差
異
が
看

取
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
赤
気
を
事
例

に
、
五
十
年
か
ら
八
十
年
に
一
度
と
い
っ
た
非
常
に
稀
な
天
文
現
象
に
対

す
る
人
々
の
対
応
と
認
識
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
史
料
的
な

制
約
か
ら
江
戸
幕
府
の
対
応
は
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
ま
ず
、
大

名
・
朝
廷
・
知
識
人
・
民
衆
の
記
録
を
対
象
に
そ
の
記
述
の
特
質
を
概
観

し
た
。
大
名
家
に
は
、
赤
気
を
記
録
し
た
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
弘
前

藩
・
南
部
藩
に
記
述
を
確
認
で
き
た
が
、
赤
気
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。
朝
廷
に
お
い
て
は
、
天
皇
の
身
体
性
と
相
俟
っ
て
祈
祷

が
検
討
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
武
家
伝
送
広
橋
兼
胤
と
陰
陽
頭
土
御
門
泰
邦

と
の
間
で
吉
凶
が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
土
御
門

泰
邦
は
伝
統
に
則
っ
た
勘
文
を
作
成
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
時
代
に
そ
ぐ

わ
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
点
で
あ
る
。

　

一
方
、
一
部
の
公
家
を
含
む
知
識
人
及
び
民
衆
は
、
過
去
を
遡
っ
て
同

様
の
天
変
を
探
し
出
し
、
赤
気
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
。
知
識
人
は
和
漢

の
歴
史
書
か
ら
、
民
衆
は
古
老
の
話
や
巷
説
か
ら
情
報
を
収
集
し
、
現
象

の
理
解
を
試
み
た
。
ま
た
、
民
衆
に
あ
っ
て
は
、
村
役
人
の
日
記
や
年
代

記
と
い
っ
た
史
料
で
は
だ
け
で
は
な
く
、
祭
礼
や
講
と
い
っ
た
集
団
で
管

理
す
る
帳
簿
に
記
録
し
、
共
同
体
と
し
て
赤
気
を
記
録
し
記
憶
し
よ
う
と

し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
旱
魃
や
作
柄
を
記
し
た
史
料
に
記
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
赤
気
と
い
う
天
変
が
農
業
を
は
じ
め
と
す
る
生
業
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。

　

赤
気
は
非
常
に
稀
な
天
変
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
少
な
く
と
も
三
回

発
生
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
天
候
や
磁
気
嵐
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
り
記
録
の
残
存
状
況
に
隔
た
り
が
あ
り
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
も
っ
と
も
史
料
が
多
い
、
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
の
事
例
に
特
化
し
た
。
各
階
層
の
史
料
の
差
異
は
、
非
常

に
稀
な
自
然
現
象
に
対
す
る
社
会
集
団
ご
と
の
情
報
の
記
録
・
伝
達
・
管

理
の
根
本
的
な
在
り
方
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
註
】

（
１
）	
黒
板
勝
美
他
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

日
本
書
記
』
後
編
（
吉
川
弘
文
館
、
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一
九
五
一
年
）
一
五
九
頁
。

（
２
）	

財
団
法
人
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
編　

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
一
期
第
七
回
配
本
第

五
六
巻
『
明
月
記
』
一
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
五
一
一
～
五
一
二
頁
。

（
３
）	

岩
橋
清
美
・
片
岡
龍
峰
『
オ
ー
ロ
ラ
の
日
本
史
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
九
年
）

四
〇
頁
。

（
４
）	H

ayakaw
a ,H

,et al,“East A
sian observations of low

-latitude aurora 
during Carrington m

agnetic storm
 ”publ.astron.Soc.Japan

（2016

）

68.6 .doi10.1093/pasj/psw
-97

（
５
）	

神
田
茂
編
『
日
本
天
文
史
料
』
下
（
原
書
房
、
一
九
七
八
年
）、
大
崎
正
次
編
『
日

本
近
世
天
文
史
料
』（
原
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
渡
邊
美
和
『
続
日
本
近
世
天
文

史
料
』（
暫
定
版
）（
私
家
版
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
６
）	N

akazaw
a,Y

., T
.O

kada, and K
. Shiokaw

a “U
nderstanding the “SEK

K
I” 

phenom
ena in  Japanese historical literatures based on the m

odern 
science of low

-latitude aurora.”E
arth, planets and space 56.12

（2004

）：

e41.

（
７
）	

本
稿
に
関
わ
る
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
の
オ
ー
ロ
ラ
を
分
析
し
た
異
分
野
融
合

研
究
の
成
果
に
は
以
下
の
論
文
が
あ
る
。

	

①Ryuho K
ataoka, K

iyom
i Iw

ahashi, “Inclined zenith aurora over 
K

yoto on 17 Septem
ber 1770

：graphical evidennce of extrem
e 

m
agnetic storm

”.doi.10.1002/2017SW
001690.

	

②H
ayakaw

a, H
, et al.“Long-lasting extrem

e m
agnetic storm

 actvities 
in 1770 found in historical docum

ents .” T
he A

storphysical Journal 
Letters 850.2 （2017

）：L31.
	

③Ebihara, Y
, et al. “Possible cause of extrem

ely bright aurora 
w

itnessed in East A
sia on 17 Septem

ber 1770.” Space W
eather 15.10

（2017

）：1373.

（
８
）	

双
方
向
性
を
持
っ
た
研
究
の
事
例
と
し
て
註
（
４
）
お
よ
び
磯
部
洋
明
・
岩
橋
清

美
・
玉
澤
春
史
「
近
世
史
料
に
み
る
オ
ー
ロ
ラ
と
人
々
の
認
識
」（『
書
物
・
出
版

と
社
会
変
容
』
第
二
五
号
、
二
〇
二
〇
年
）
が
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
明
和
七

年
（
一
七
七
〇
）
七
月
二
九
日
の
赤
気
を
記
録
し
た
柳
原
紀
光
の
『
続
愚
抄
』
と

『
愚
紳
』
の
記
述
の
差
異
に
注
目
し
、
太
陽
物
理
学
の
観
点
か
ら
同
日
の
オ
ー
ロ

ラ
を
再
現
し
た
上
で
、
柳
原
紀
光
が
オ
ー
ロ
ラ
の
光
の
明
る
さ
を
的
確
に
捉
え
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
太
陽
物
理
学
の
分
析
結
果
に
よ
っ
て
、
歴
史
学
の

史
料
解
釈
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
、
柳
原
紀
光
の
天
変
記
録
の
正
確
性
を
実
証

し
た
事
例
で
あ
る
。

（
９
）	

黒
田
日
出
男
『
王
の
身
体
・
王
の
肖
像
』（
平
凡
社
、
一
九
九
三
年
）
三
四
～

三
五
頁
。

（
10
）	

若
尾
政
希「
天
変
地
異
の
思
想
─
安
藤
昌
益
の
天
人
相
関
説
と
西
川
如
見
─
」（『
日

本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
』
二
五
、
東
北
大
学
、
一
九
八
九
年
）。

（
11
）	

若
尾
政
希
『「
太
平
記
読
み
」
の
時
代
』（
平
凡
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
12
）	

杉
岳
志
「
徳
川
将
軍
と
天
変
」（『
歴
史
評
論
』
第
六
六
九
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
13
）	

杉
岳
志「
書
籍
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
─
近
世
の
人
々
の
彗
星
観
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
一

橋
論
叢
』
第
一
三
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
14
）	

註
（
７
）
②
論
文
。

（
15
）	「
国
日
記
」
明
和
七
年
七
月
二
九
日
条
（
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館
所
蔵
）。

（
16
）	『
改
訂
天
理
市
史
』史
料
編
第
一
巻（
奈
良
県
天
理
市
、一
九
七
七
年
）三
七
四
頁
。

（
17
）	『
大
町
念
仏
講
帳
─
河
北
町
誌
編
纂
史
料
─
』（
山
形
県
西
村
山
郡
河
北
町
、

一
九
九
一
年
）
一
四
九
頁
。

（
18
）	『
御
嵩
町
史
』
史
料
編
（
岐
阜
県
可
児
郡
御
嵩
町
、
一
九
八
七
年
）
八
七
一
頁
。

（
19
）	
高
橋
梵
仙
『
近
世
社
会
経
済
史
料
集
成
』
第
四
巻
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、

一
九
七
七
年
）。

（
20
）	『
犬
山
市
史
』
史
料
編
五
（
愛
知
県
犬
山
市
、
一
九
九
〇
年
）
二
〇
九
頁
。

（
21
）	

荒
蒔
村
の
宮
座
に
つ
い
て
は
上
野
和
男
「
荒
蒔
の
神
社
祭
祀
と
社
会
構
造
」（『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
四
三
集
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
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一
九
九
二
年
）
を
参
照
。

（
22
）	
註
（
16
）
に
同
じ
。

（
23
）	
註
（
17
）
に
同
じ
。

（
24
）	

国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
所
蔵
。

（
25
）	

浜
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）

三
四
三
頁
。

（
26
）	

国
立
公
文
書
館
所
蔵
。

（
27
）	

日
本
随
筆
大
成
編
集
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
二
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
四
年
）
一
〇
三
頁
。

（
28
）	

原
田
伴
彦
他
編
『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
第
一
巻
、
三
都
篇
１
、
学
習
研
究

社
、
一
九
七
七
年
）
四
〇
五
～
四
〇
六
頁
。

（
29
）	

谷
川
健
一
郎
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
十
六
巻　

奇
談
・
紀
聞
（
三
一
書

房
、
一
九
七
三
年
）
五
九
～
六
〇
頁
。

（
30
）	

船
越
政
一
郎
編
『
浪
速
叢
書
』
第
六
巻
（
浪
速
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）

一
七
七
頁
。

（
31
）	『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
第
七
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
三
年
）
一
三
七
一
頁
。

（
32
）	

黒
板
勝
美
他
編
『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

日
本
書
紀
』
後
編
（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
五
二
年
）
三
六
五
頁
。

（
33
）	

大
崎
正
次
編
『
近
世
日
本
天
文
史
料
』（
原
書
房
、
一
九
九
四
年
）
四
一
五
～

五
三
八
、五
八
三
～
五
九
六
頁
。

（
34
）	

大
久
保
正
編
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
六
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
）

三
一
八
頁
。

（
35
）	

田
辺
市
教
育
委
員
会
編
『
紀
州
田
辺
万
代
記
』
第
四
巻
（
清
文
堂
出
版
、

一
九
九
二
年
）
四
九
六
頁
。

（
36
）	

明
和
六
年
・
同
七
年
の
彗
星
発
生
時
の
朝
廷
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
杉
岳
志
「
近

世
中
後
期
の
陰
陽
頭
・
朝
廷
と
彗
星
」（
高
埜
利
彦
他
編
『
近
世
の
宗
教
と
社
会

２　

国
家
権
力
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
し
た
。

（
37
）	「
星
解
」（
松
阪
市
役
所
所
蔵
）。

（
38
）・（
39
）
註
（
36
）
と
同
じ
。

（
40
）	

こ
の
時
期
、
後
桜
町
天
皇
は
国
家
祈
祷
と
し
て
の
祈
雨
を
復
興
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
間
瀬
久
美
子
「
上
賀
茂
下
上
社
の
雨
乞
い
と
朝

廷
内
の
祈
雨
再
興
」
橋
本
政
宣
他
編
『
賀
茂
信
仰
の
歴
史
と
文
化
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
二
〇
年
）。

（
41
）
～
（
45
）「
泰
邦
卿
記
」
明
和
七
年
八
月
一
日
条
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）。

（
46
）	

広
橋
兼
胤
「
八
槐
御
記
」
明
和
七
年
八
月
一
日
条
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
47
）	「
日
譜
」明
和
七
年
七
月
二
八
日
条（
國
學
院
大
學
図
書
館
寄
託
東
羽
倉
家
文
書
）。

（
48
）	『
天
竜
市
史
』
史
料
編
六
（
静
岡
県
天
竜
市
、
一
九
七
九
年
）
二
四
五
頁
。

（
49
）	「
愚
紳
」
明
和
七
年
七
月
二
八
日
条
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）。

（
50
）	「
野
宮
定
晴
卿
記
」
明
和
七
年
七
月
二
八
日
条
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）。

（
51
）・（
52
）「
星
解
」（
松
阪
市
役
所
所
蔵
）。

（
53
）	

平
石
家
文
書
（
彦
根
市
立
彦
根
図
書
館
所
蔵
）。
こ
の
ほ
か
「
星
解
」
東
北
大
学

附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
・
神
宮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
54
）	『
茨
城
県
史
料
』
近
世
政
治
編
１
（
一
九
七
〇
年
）
五
六
〇
頁
。

（
55
）	

註
（
54
）
解
説
。

（
56
）	

高
力
種
信
「
猿
猴
庵
随
観
図
会
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）。

（
57
）	『
田
原
本
町
史
』
史
料
編
第
一
巻
（
奈
良
県
磯
城
郡
田
原
本
町
、
一
九
八
八
年
）

九
二
一
頁
、『
註
（
16
）、『
富
士
郡
今
泉
邑
宝
鑑
往
古
抜
差
』（
富
士
市
教
育
委
員

会
、
一
九
八
九
年
）
五
六
七
～
五
六
八
頁
。

（
58
）	『
桜
井
市
史
』
史
料
編
下
巻
（
桜
井
市
、
一
九
八
一
年
）
四
五
七
～
四
五
八
頁
。

（
59
）	

註
（
35
）
に
同
じ
。

（
60
）	

註
（
20
）
に
同
じ
。

（
61
）	「
折
々
草
」
日
本
随
筆
大
成
編
集
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
二
一
巻
（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
四
年
）
五
四
、五
五
頁
、
註
（
24
）
に
同
じ
。

（
62
）	『
枚
方
市
史
』
第
九
巻
史
料
四
（
大
阪
府
枚
方
市
、
一
九
七
四
年
）。
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（
63
）	

註
（
17
）
に
同
じ
。

（
64
）	

註
（
61
）「
折
々
草
」。

（
65
）	

註
（
60
）
に
同
じ
。

（
66
）・（
67
）
註
（
61
）「
折
々
草
」。

（
68
）	

杉
岳
志「
書
籍
と
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
─
近
世
の
人
々
の
彗
星
観
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
一

橋
論
叢
』
第
一
三
四
号
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
69
）	「
龍
拈
寺
留
記
」（
近
藤
恒
次
編
『
三
河
文
献
集
成
』
近
世
編
上
、
愛
知
県
宝
飯
地

方
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
六
三
年
）
一
八
五
頁
、「
作
柄
覚
」（
高
橋
梵
仙
編
『
近

世
社
会
経
済
史
料
集
成　

第
四
巻　

飢
渇
も
の
』
上
巻
（
大
東
文
化
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
、
一
九
七
七
年
）
一
一
〇
頁
。

（
70
）	「
永
代
過
去
帳
」（『
吹
田
市
史
』
第
六
巻
、
大
阪
府
吹
田
市
、
一
九
七
四
年
）

六
二
三
～
四
頁
、「
累
年
覚
書
集
要
」（
三
木
郷
土
の
会
編
『
累
年
覚
書
集
要
─
明

石
藩
三
木
郡
小
川
組
大
庄
屋
安
福
家
七
代
の
記
録
─
』
三
木
市
教
育
委
員
会
、

一
九
九
四
年
）
等
。

（
71
）	

註
（
30
）
に
同
じ
。

（
72
）	

註
（
24
）
に
同
じ
。


